
＜創業支援グループ＞

○創業・起業支援の推進（これまでの取組、Ｈ２９年度の取組）

○円滑な事業承継の推進（Ｈ２９年度の取組）

○クラウドファンディングの普及推進（Ｈ２９年度の取組）



創業・起業支援の推進 ≪これまでの取組≫

１ 創業支援拠点の整備

・平成１８年度 弘前市に創業支援拠点「夢クリエイト工房」を設置
・平成１９年度 青森市に創業支援拠点「創業チャレンジクラブ」を設置
・平成２０年度 八戸市に創業支援拠点「アントレプレナー情報ステーション」を八戸市と共同設置
・平成２７年度 五所川原市、三沢市及びむつ市に創業支援拠点「創業相談ルーム」を各市と共同設置
・平成２８年度 黒石市及び十和田市に創業支援拠点「創業相談ルーム」を各市と共同設置

（１）県の主体的な取組

・平成２２～２３年度 「アントレプレナー情報ステーション」の八戸市単独
設置に向けた運営費補助

・平成２４～２５年度 夢クリエイト工房の代替機能を受継ぐ、弘前市の創業支援拠点「ひろさき
ビジネス支援センター」等への運営費補助

・平成２４年度 青森市単独の創業支援拠点「起業・創業等相談ルーム」のスタッフ人材育成

（２）地域の主体的な取組を支援

成 果

設置数 ８市１０ヶ所
（青森市3、弘前市1、八戸市1、黒石市1、五所
川原市1、三沢市1、むつ市1、十和田市１）
(H29.3月末現在）

新規利用者数 1,９０１名
（H18～H29.3末）
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創業・起業支援の推進 ≪これまでの取組≫

２ 創業支援の風土づくり

・ 創業希望者の掘り起こし等のため、関係機関と連携し、県内各所で創業支援
制度の説明会と創業の基本的知識の習得を目指したワンポイントセミナーの開催。

（１）創業・起業支援制度説明会・創業ワンポイントセミナーの開催

・ 業態・分野別テーマでの創業セミナーの開催。また首都圏等で経験を積んだ方を
対象にＵＩＪターン創業セミナー・相談会を開催。

（２）創業・起業実践セミナー、ＵＩＪターン創業セミナー・相談会の実施

・ 長期的視点で創業意識を醸成するため、また中・高・大学生を対象とした起業家によ
る講演会を開催。

（３）未来の起業家（高校生・大学生）の育成

成果
説明・相談会参加者数

1,317名（H21～H28）

セミナー等参加者数
106名（H28）

起業家講演会参加者数
21校3,694名（H28）
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創業・起業支援の推進 ≪これまでの取組≫

３ 支援の人財の育成強化

・ 商工関係機関の職員も対象としたＩＭ養成研修の実施や首都圏での
研修受講を支援。

（１） インキュベーション・マネジャー(ＩＭ)育成支援

・ 県内の創業支援活動の連携促進、スキルアップのための団体、青森県
インキュベーション・マネジャーネットワーク協議会の設置(H24)。

（２） ＩＭの連携促進に向けた協議会の設置

・ 県内の関係機関に所属しているＩＭ等を対象に、県内外のＩＭや専門家を講師に迎え、
創業に関する地域習得と情報を共有するための研修会を実施。

（３） ＩＭのスキルアップに向けた研修会の開催

成 果
県内ＩＭの人数

46名（H28）

青森県ｲﾝｷｭﾍﾞｰｼｮﾝ・ﾏﾈﾞｬｰ
ﾈｯﾄﾜｰｸ協議会設立（H24.7）

ｽｷﾙｱｯﾌﾟ研修参加者数
119名（H28）
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創業・起業支援の推進 ≪これまでの取組≫

４ あおもり起業家養成研修事業

創業・起業意識の醸成やビジネスプラン作成のノウハウ習得のため、創業支援の専門家（インキュベー
ション・マネジャー）によるビジネスプラン作成講座を実施。

①研修開催場所 【26年度】八戸市、青森市 【27年度】青森市、八戸市、弘前市
【28年度】青森市、八戸市、弘前市、三沢市

②研修参加者 【26年度】41名（両会場） 【27年度】58名（全会場）
【28年度】59名（全会場）

（１） あおもり起業家養成研修

５ 起業後のフォローアップ

起業家（経営者）と創業希望者が交流し、情報共有や新しいネットワークづくりを行うことで、起業家同士の
仲間づくりや販路開拓に繋げていくことを目的とした地域交流会の実施。

①開催場所 【28年度】青森市、八戸市、弘前市
②参加者 【28年度】110名（全会場）

平成１８年度から平成２７年度までの間において、県内創業支援拠点等を利用した創業者２３８名を対象
に現在の状況や創業後の課題等を把握するためのアンケート調査を実施。

（１）創業・起業地域交流会

（２）起業家フォローアップ

5



創業・起業支援の推進 ≪これまでの取組≫

６ 取組の成果

これまで県の創業支援拠点や事業を活用して創業に至った人数

348名（H18～H29.3末）

SMILE＆SPOON

地元の食材を使った安全・
安心な食事の提供、食生活改
善のための料理教室の開催
及び菓子等の販売

創 業 者 事 例

(株)ミライフル たこまさ

家庭の風呂に入るのが困難
な方のために、介護保険制度
を利用した訪問入浴介護サー
ビスの提供

高校生や近隣職域の中食
需要に対応した路面店での店
頭販売によるたこ焼き店の経
営

さくらアカデミー

理想の学習環境をコンセプト
とした、成績向上と夢実現を
追求する学習塾の経営
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【概要】
創業・起業に係る意識醸成、創業・起業希望者の発掘・養成、

インキュベーション・マネジャー（ＩＭ）による伴走型支援の
強化、創業支援拠点の機能強化等の各種取組を強力に展開する。

【取組１】起業マインド醸成事業 （8,702千円）
(1)創業・起業実践セミナーの開催
(2)創業・起業支援制度説明会の開催
(3)UIJターン創業セミナー、相談会の開催
(4)東北６県合同Ｕターン創業フェアの開催
(5)未来の起業家育成講演会の開催

【取組２】創業・起業伴走型支援事業（19,075千円）
(1)ＩＭスキルアップ研修会の開催
(2)創業・起業地域交流会の開催
(3)ＩＭによる伴走型支援の実施

【取組３】プレインキュベーション推進事業（567千円）
各地域での創業・起業支援の核となる相談ルームの設置・運営

【事業概要】本県経済の活性化と新たな雇用の創出に向けて、市町村及び関係団体等との連携のもと、県内全域での創業・起業の支援体制
づくりと創業・起業の一層の増加を図る。

【 事 業 内 容 】【 現 状 ・ 課 題 】

創業・起業支援強化推進事業費 予算額２８，３４４千円

【 事 業 効 果 】

〇県内３市に加え、27年度に五所川原市、
三沢市及びむつ市、28年度に十和田市
及び黒石市に創業支援拠点を新設

〇商工団体等のＩＭが増加

〇創業支援拠点を利用した創業者数が増加
（H18～27で238名／H24～27で191名）

〇国による創業・起業の取組強化

【一般政策経費事業】
〇起業家養成研修事業費（1,782千円）

並行実施によるシナジー効果

○潜在的な創業希望者を掘り起こし、創業
支援拠点の利用やＩＭによる伴走型支援
への連携の更なる強化が必要

○IMの更なるスキルアップと交流が必要

○若者・女性・シニア等ターゲット別の支
援に加え、資格・地域資源・ＩＴ活用等
の業態別の支援も必要

○県内各地域での創業支援体制づくりの促
進と関係団体等も含めた連携強化による
県全体での支援体制の構築が必要

〇県内全域での

『創業・起業支援体制の構築』

〇創業・起業の増加

*「まち・ひと・しごと創生青森県総

合戦略」重要業績評価指標(KPI)：

県内創業支援拠点利用の創業者数

5年間で２５０名

地域経済の活性化
新たな雇用の創出
移住・定住の促進

≪ 創業・起業支援の推進 ≫ 平成２９年度の取組
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①県内事業所数の減少
・事業所数：⑯67,082  所→㉖60,866所
・従業員数：⑯544,757人→㉖542,495人
・人 口：⑯1,423千人→㉖1,321千人
出典：総務省「事業所・企業統計調査⑯㉖」

「経済センサス⑯㉖」「人口推計⑯㉖」

②代表者が高齢の企業でも後継者不在
代表者世代別では、８０歳代で約３割、７０歳
代で約４割、６０歳代で約５割が後継者不在。
（出典：ＴＤＢ：青森県内企業の後継者問題に関する

実態調査２０１４）

③国の取組を受けて、本県も事業承継に

係る意識啓発及び青森県事業引継ぎ支援
センターの認知度向上が必要

県内の雇用や地域経済を維持す
るためには、事業承継を円滑に
行い、後継者不在が理由の廃業
者数を減らすことが急務

【事業内容】【現状・課題】

事業承継円滑化支援事業費

【事業効果】

【取組１】 後継者不在企業の把握・フォローアップ
（２，３４９千円）

（１）後継者不在企業の調査（８００千円）
後継者不在企業のヒアリング調査、事業承継準備状況の段
階に応じた情報提供等の支援の実施。 （調査対象：５９０件）

（２）フォローアップセミナー・相談会の開催（１，５４９千円）
調査で明らかになった事業承継を希望する企業を対象に、専
門家によるセミナー及び個別相談会を開催。 (１０地区×１回)

【取組２】 「受け皿」の醸成（１，７６０千円）
（１）後継者・受け手企業育成セミナーの開催（１，７６０千円）

若手経営者や商工会・商工会議所青年部、起業希望者等を
対象に事業承継による経営拡大・異業種参入・起業の事例紹
介等に係るセミナーを開催。 （６地区×１回）

【取組３】 支援体制の強化 （１，４４４千円）
（１）支援機関情報交換会の開催（６７０千円）
各機関の取組や県内外支援事例の情報共有等を実施
（６地区×１回）

（２）支援機関担当者等専門研修の開催（７７４千円）
経営指導員、税理士、金融機関窓口担当者等を対象に、県外

講師による事業承継の知識やノウハウ習得に係る講演等を実施
（６地区×１回）

【効果①】

青森県事業引継ぎ支援セン
ターの事業引継ぎ支援データ
ベース登録件数（後継者不在
企業＋受け手）の増加による
円滑な事業承継

【効果②】

関係機関の連携による事業
承継支援体制の強化

・県内事業所数の減少
に歯止め

・雇用及び地域経済の
維持・振興

担当課：地域産業課
創業支援Ｇ（内線３６６１）

【Ｈ２９戦略プロジェクト】
人口減少克服プロジェクト

商工団体等との連携のもと、後継者不在の企業を受け手（役員・従業員、起業家、Ｍ＆Ａ活用により第三者等）に円滑に
事業承継し、事業所の減少に歯止めをかけることで、県内の雇用や地域経済の維持・振興を図る。

予算額：５，５５３千円

≪ 円滑な事業承継の推進 ≫ 平成２９年度の取組
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【事業概要】
購入型のクラウドファンディングを運営する民間事業者と連携し、起業者、中小企業者による地域活性化に資する魅力的なプロジェクト

について、県内外の応援者から資金調達を行う事例を創出し、クラウドファンディングの普及を推進する。

【事業内容】【現状・課題】

あおもりクラウドファンディング推進事業費 （6,201千円）

【事業効果】

起業者、中小企業者による
新規性のある魅力的な事業
に対する資金調達の手段が
限られている。

・金融機関等は事業者の財
務状況や担保、これまで
の実績を重視

・株式市場等からの直接金
融による資金調達も困難

新たな資金調達の手法とし
て、インターネットで不特
定多数から資金を集める
「クラウドファンディン
グ」が注目されている。

財務状況や担保の有無、
実績等に関わらずプロ
ジェクトの内容次第で資
金調達が可能に

新たなチャレンジがしや
すい環境が整備

さらに、

プロジェクトの支援を通
じた青森ファンの獲得

○クラウドファンディングの活用によるプロジェク
ト支援

①実施方法
クラウドファンディング事業者に対する委託事業

として実施する。
②業務内容
・クラウドファンディングの周知

県内中小企業者等に対し、クラウドファンディ
ングを周知するセミナー等を実施

・プロジェクトの募集・選定
県内中小企業者等から地域活性化に資する魅力

的なプロジェクトを募集、選定
・支援金の募集・提供

選定されたプロジェクトについて購入型のクラ
ウドファンディングにより支援金を募集し、目標
額を達成した場合にプロジェクト実施者に提供

・プロジェクトのフォローアップ
プロジェクトのフォローアップ支援を継続的に

実施

起業など働き方の多様化
人口減少の克服

≪ クラウドファンディングの普及推進 ≫ 平成２９年度の取組
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